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研究成果の概要（和文）：　産業と競争力一般につき以下の結論が得られた。①産業は固有の時間と空間を持ち，単一
の一般的・普遍的な理論的枠組みで全産業の競争力動態を説明することはできない。一般化・普遍化は，個々の産業に
ついて，多種の説明原理・理論的枠組みの妥当な組み合わせを特定する形で行う必要がある。②「産業」は実体概念で
はなく分析概念であり，これを踏まえて産業を構成する基本要素を確認することが必要である。③多数の産業で，20世
紀末頃に競争力の構図や決定要因が変化した。その多くは地球規模の価値連鎖の変化の帰結である。他方，そうした変
化を含めても，長期（場合により世紀単位）にわたり特定地域が競争力を維持する例が多数見られる。

研究成果の概要（英文）：The general implication and conclusion of the project are three-fold. 1) Industry 
has its own time and space. A single universal theoretical framework to explain the dynamics of diverse 
industries does not exist. However, generalization and theorization are possible, as long as one aims at 
identification of appropriate combination of a variety of determinants and theoretical frameworks for 
each industry, by mobilizing an adequate periodization. 2) The “industry” is not a concept based on 
real entity, but an analytical category defined by the purpose of the analysis. Analysis of 
competitiveness requires systematic analysis of the nature of a given industry. 3) In many industries, 
the competitiveness and its key determinants changed at the end of 20th Century. The transformations in 
the global value chain were often attributable to it. However, even inclusive of such, there are many 
industries in which long-lasting competitive advantage of a specific region was observed.

研究分野： 経済史

キーワード： 産業史　経営史　競争力　国際比較　価値連鎖　技術移転　方法論　地域

  ２版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	

 

１．研究開始当初の背景 
	 21 世紀に入り，戦後日本産業の 2 つの柱と
もいえる自動車産業と電機産業の間で，産業
競争力の動態の相違が目立ってきた。後発国
のキャッチアップにも直面する中で，産業の
盛衰のパターンやその多様性，それらの要因
への関心が高まり，多々の実証研究が行われ
た。しかし産業横断的な適用を意図した分析
枠組み・理論に対しては批判も目立ち，産業
間の体系的な比較が課題となっていた。 
	 産業史研究は，日本の経済史・経営史研究
が強みを持つ分野であり，その全盛期の蓄積
を精査して隣接諸学の今日的分析概念・成果
と突き合わせ，同時に歴史分析固有の分析枠
組み（例えば多種の時間軸を動員した因果関
係の特定，プロセスの解明）を生かすような
研究には，大きな可能性が残されている。 
	 経営史の分野でこの問題に取り組んだ先
行研究では，空間（地域）・企業・産業の 3
者の関係を整理しつつ，産業とその中での競
争力の動態を長期の視点で分析する必要性
が明らかとなった。また，世界の主要な競争
主体を把握するためには，東アジア・北米・
欧州の 3 つの地域の地域特性を踏まえた実証
研究が必要である。しかし日本での研究史で
は，欧州の位置づけと，米と欧，および東ア
ジアと欧州の研究交流が不足している。 
	 研究戦略という観点でこれらを整理しな
おすと，①日本からは「欧州優位産業（史）」
が見えず，②日本の外からは「産業史研究で
の日本の優位」が見えない。よって，内外の
研究水位差の克服，すなわち欧州企業・産業
に関する認識の「輸入」による①の克服と，
日本での産業史研究成果の「輸出」による②
の克服が必要である。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は，欧州・東アジア両地域の歴史的
諸条件が，戦後産業史の動態，特に競争力の
動態と如何なる関係にあるのかを解明する。
具体的には次の３点を課題とする。	
	 (1)欧州・東アジアの産業競争力に関する
歴史的マッピング。複数の指標・観測時点で
産業とその競争力の分布を把握し，地域内・
地域間の産業類型と相互関係（移転と産業間
の連関）を解明する。	
	 (2)産業史分析の体系化。技術・商品・市
場・分業と付加価値連鎖の視点から産業論を
整理し，新旧の分析概念を位置づけ，かつ歴
史学固有の視点を活かして分析を行う。	
	 (3)欧州・東アジアという「地域」を分析
単位に産業動態・競争力要因を解明する。日
本での産業史研究の蓄積を活かしつつ，「欧
州優位産業」の競争力要因に着目することで，
日本の産業論(史)研究に伏在する死角を克
服する。	
	 また本研究は，以下５つの研究上の課題
（①～⑤）と，２つの方法論的課題（⑥・⑦）
に応えることも，目的としている。	
①「地域」への着目と産業別の「地域」分析。	

②欧州を北米・東アジアと同等に分析。	
③比較史・関係史的分析。	
④産業論の方法論的体系化。	
⑤歴史学方法論の整理と実践。	
⑥濃密な国際連携。	
⑦異種専門家の相互乗り入れと相互学習。	
 
３．研究の方法 
	 本課題の研究は，産業史研究の標準的手法
に加え，技術史・商品史・社会史的視点をも
加えた学際的視点で行う。産業史の基礎概念
と分析枠組みを，産業論と歴史学方法論の双
方を踏まえて再検討するために，方法論・認
識論についても基礎的な検討を行う。研究代
表者・分担者は 1 つ以上の産業について個別
研究を行いつつ，産業間の比較・関係史的分
析についても個別的・集団的に検討する。	
	 本課題の特徴は，研究組織のデザインにあ
る。欧州・東アジア産業史の国際比較を，日
欧間の研究史・視点の相違を克服して行うた
めに，本研究では，日・欧在住の 19 名（18
大学，10 国籍，9 言語の話者）[申請時の数
字。研究課題着手後に研究組織をいっそう拡
大し，北米の研究者も含め 30 名超が研究に
参加した]の研究者が緊密に協力する。日本
側メンバーには外国籍研究者を複数含み，ま
た海外研究協力者として欧州各国を代表す
る経営史・産業史研究者を加えた。本課題で
の協力は以下 3 つを柱とする。①日本・東ア
ジア産業史研究者と，欧州産業史研究者の間
の，研究対象地域を越えた濃密な協働〔日本
国内，日欧間，欧州内で実施。日本の歴史研
究では今なお稀な共著論文も重視〕，②ユト
レヒト大学の大規模アジア産業史研究〔略称
BEAT〕との 2 プロジェクト間連携，③欧州等
の海外研究協力者との個別連携〔地域内・地
域間比較の関連づけ〕。	
	 本課題の研究組織は，上記の研究目的の性
格や日本での産業研究，経済史・経営史研究
が抱える課題〔過度の専門分化や研究者の人
口動態に起因する困難等〕を踏まえて，多数
の研究「モジュール」の共通のプラットフォ
ームとして機能する。	
	
４．研究成果	
(1)研究課題全体の成果	
	 本課題は 20 以上の産業につき競争力動態
とその主要な要因を明らかにしているが，産
業間比較を踏まえた一般的な結論は，次のよ
うに要約しうる。	
	 ①適切に定義された産業は固有の動態を
有する。単一の一般的・普遍的な理論的枠組
みで全産業の競争力動態を説明することは
できない。一般化・普遍化はむしろ，個々の
産業について，多種の説明原理・理論的枠組
みの妥当な組み合わせを―産業の定義と実
態に即して，かつ歴史的な構造変化を考慮し
て時期を限定しつつ―特定するという形で
なされねばならない。②上記①のためにも，
産業・企業・空間（地域）を分析する際の分
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析者の「視点」を明確にすることが必要であ
り，また「産業」が実体概念ではなく分析概
念であることを踏まえた基本的な整理が必
要である。技術史・商品史・市場史を踏まえ
た体系化も必須である。③比較的多くの産業
で，20 世紀末頃に競争力の構図や決定要因が
変化した。その多くは，地球規模の価値連鎖
の変化（産業内/産業間の分業/境界の変化と
地域間関係の変化）の帰結である。他方，そ
うした変化を含めても，長期（場合により世
紀単位）にわたり特定地域が競争力を維持す
る例が多数確認された。通説的な産業盛衰の
理解は一面的である。	
	(2)	代表的刊行物	 	
	上記の結論や，各産業に関する分析の成果，
それに技術移転，価値連鎖，イノベーション
等の個別の分析主題に関する成果は，多数の
媒体に個別に公表されている（本報告書後半
に例示）。よって本課題の成果全体を包摂し
た刊行物は存在しないが，構成員の成果を比
較的広く収録した代表的な刊行物としては，
①橘川武郎・黒澤隆文・西村成弘編『グロー
バル経営史:国境を越える産業ダイナミズ
ム』名古屋大学出版会，2016，および，➁Bram 
Bouwens, Pierre-Yves Donzé and Takafumi 
Kurosawa (eds.), Industries and Global 
Competition: A History of Business Beyond 
Borders, Routledge, Forthcoming が挙げられる。
双方とも海外研究協力者の執筆項目を含み，
他方，本課題の全構成員を包含するわけでは
ないが，以下，その内容をごく簡単に要約す
る。	
	 ①は序章・終章を含め全 15 章，3 部構成か
らなる。15 名の著者のうち 8 名が代表者・分
担者，7 名が海外研究協力者である。以下，
代表者・分担者の担当章を中心に紹介する。	
	 黒澤隆文/西村成弘「序章	 グローバル経
営史とは何か」は，グローバル化，競争，産
業・企業・地域（空間）分析の基本的視点を
確認し，産業史分析の方法を提示した。産業
別・地域別に「地域」の位置を確認し，これ
が有効な地理的概念であることを示した。	
	 黒澤隆文/橋野知子「米欧アジア 3 大市場
と競争力の三つの型	製紙」は，地域市場の
中に「資源国型」「消費国型」「日本モデル」
と区別しうる 3 つの統合・立地モデルが存在
することを示した。	
	 ピエール=イヴ・ドンゼ「クォーツ革命か
らファッションへ」は，競争の単位の変化（各
国から価値連鎖の組織者間の競合へ）と，競
争の形態や競争力の源泉の変化を示した。	
	 藤岡里圭「ファストファッションの台頭と
百貨店の岐路	アパレル」は，各国市場を基
盤に発展してきた百貨店が，異なるセグメン
トでのグローバルな価値連鎖の再編に直面
し変化を迫られる状況を明らかにした。	
	 李澤建「勃興する新興国市場と民族系メー
カー	自動車 I」は，需要側要因の重要性に着
目し，中国・インド市場で地元メーカーの競
争力が大きく異なった原因を解明した。	

	 西村成弘「絶えざる技術開発とグローバル
競争優位	重電機器」は，国際的な競争主体
が長期的に安定している産業を対象に，技術
開発の役割と支援産業の重要性を示した。	
	 中島裕喜「多様な顧客に育まれた競争優位	
電子部品」は，日本の電子部品メーカーの競
争力の長期持続を示した上で，その要因を，
多様な顧客との取引と用途の拡大に求めた。	
	 橘川武郎「シェール革命下の 2正面作戦	化
学」は，グローバル化の下での戦略転換の必
要性と，高付加価値路線とボリュームゾーン
攻略の二兎を追う戦略の有効性を論証した。	
	 今城徹「中小企業の国際競争力を決定する
もの	金融」は，日本・韓国・台湾の中小企
業金融の戦後史を比較し，中小企業の活動の
地域的な差異が，中小企業金融の活発さや関
連の政策の帰結であることを示した。	
	 海外研究協力者らによる第 5 章（アナスタ
キス，自動車），第 8 章（ストークス，産業
ガス），第 10 章（プーチ，出版），第 11 章（キ
ッピング，生命保険），第 12 章（バウエンス
/スライタマン，浚渫）は，いずれも日本で
の研究では死角になりがちな産業・地域をと
りあげ，産業競争力の長期持続の要因と「地
域」単位の分析の必要性を示した。	
	 ②は，序章・終章を含め全 14 章，3 部構成
からなる英文学術書である。14 名の著者のう
ち 9 名が本課題の代表者・分担者，5 名が海
外研究協力者である。半数の 7 つの章は上記
①の研究成果を英語圏の研究状況に即して
改稿したものであるが，残り 7 つの章は独自
の内容である。以下では，後者を中心に紹介
する（出版は確定。各章タイトルは仮題）。	
	 Atushi Kondo and Takafumi Kurosawa, 
Relocation of a Supporting Industry: Japanese, 
Taiwanese and Chinese Screw Clusters は，「支
援産業」概念に着目する。同一の産業が地域
によって異なった産業連関上の位置に立ち
うること，そうした相違が産業競争力の国際
的な動態を左右することを示した。 
	 So Hirano, Small, Hidden and Competitive: 
Japanese Chemical Industry since 1990 は，日本
の化学産業のうちでも，特に中小規模の電子
部材メーカーの競争力の長期持続に着目し，
その要因を，技術・市場特性や顧客との共同
開発に求めている。 
	 Julia Yongue, Exploring the Rise of Big 
Pharma; A French-inspired Model for the Global 
Vaccine Industry は，医薬品の中でも公共財的
性格を持つ特異な分野であるワクチン産業
を取り上げ，フランス企業の歴史的な優位の
源泉と日本市場の競争条件を解明した。	  
	 Takashi Hirao, The Advantage of Being a 
Giant: The Global Cigarette Industry since the 
1980s は，寡占化が著しいタバコ産業につき
世界 3 大メーカーの競争戦略を分析し，多国
籍化戦略の相違と競争力関係を解明した。	
（3）方法論モジュールでの成果と研究プラ
ットフォームの実現	
	 当初より本課題の構成要素と位置付けた
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歴史学（経営史・産業史）方法論の領域では，
鴋澤歩と黒澤隆文の両名が一連の国際学会
パネルや個別報告を実現し，一部は成果の公
刊に至っている。内容的には，経営史・産業
史研究における方法論・認識論・主要な課題
についての理解における著しい国際的多様
性を明らかにし，研究環境の相違が方法論や
認識の差異に帰結していること，その相違を
踏まえた共通の研究基盤の構築が必要なこ
とを実証し，また産業史の方法論を確立した。	
	 上述のように，本研究は多数の個別モジュ
ールに共通する国際共同研究のプラットフ
ォームを構築することを重要な目標として
いたが，これは大きな成果を上げた。現在で
は，分担者の半ば以上が，研究期間中にそれ
ぞれ国際的な共同研究の組織者としての経
験を積み，本研究課題に密接に関連する主題
において，派生的研究を発展させている。	
	
５．主な発表論文等	
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	
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